




























































































（７）人の力を引き出す
　人にものを頼むのが上手なのも女性リーダーたちの共通の強みである。頼むことをきっかけに周囲を
巻き込み、協力者を増やしている。江澤賀恵さんたちは女性が多い役員会であるため男性にも上手に仕
事を頼んでいる。また、山川英子さんのように、任せたら口を出さない、それぞれが得意を生かして楽
しんでもらうなど、自発的にかかわってもらうことで一人ひとりの力を引き出すような人材育成の視点
も共通していた。

　こうして見ると、地域への思いとビジョンをもって人を巻き込み、粘り強く柔軟に課題に取組む、人
との出会いや協働を楽しみ、フラットなネットワークを広げ、参加の機会を作り地域の人材を育てる、
そんなリーダー像が浮かびあがってくる。このようなリーダーがさらに増えれば、地域活動に多様な視
点が生かされ、その地域ならではの資源や人材を生かした柔軟な取組みが広がることが期待できる。
　そして、このリーダー像は、女性、男性を問わず、これからの地域づくりに求められるリーダーシッ
プのあり方を示唆しているように思える。
　

３　女性が活躍しやすい地域づくりのために
　横浜市は、都市部としては自治会町内会の加入率が比較的高いが、それでも少子高齢化、経済格差、
多民族化、ライフスタイルの多様化などを背景に加入率は徐々に低下し続けている。しかし、だれもが
安心して暮らせる地域づくりのための基盤組織として、自治会町内会の担う役割は依然として大きい。
地域の様相が大きく変化する中、多様な視点を生かし、さまざまな課題に柔軟に対応できる新しい地域
活動のあり方が求められている。「女性の活躍推進」の名のもと、自治会町内会に婦人部や女性部を復
活させようという考えもあるというが、従来の地域活動の中での女性の役割をなぞるのではなく、対等
な担い手として、地域の意思決定の場に女性の参画を進めることが望ましい。
　では、地域の中で女性リーダーを増やすにはどうしたらよいか。本調査をふまえ、今後、女性がより
活躍しやすい地域をつくるための取組みのヒントを以下に掲げる。

（１）ジェンダー統計の把握と公開
　女性の参画の現状を把握するためのジェンダー統計は必須である。横浜市で数年ごとに行う自治会町
内会、地区連合町内会のアンケート調査にジェンダーの視点を入れ、女性の参画の状況が把握できるよ
うにする。アンケートには役員等の選出方法についても設問し、選出方法と女性の参画状況の関係を可
視化できるとよい。

（２）啓発、研修機会の活用
　女性の力を地域に生かすことがなぜ必要か、理解を広めるための啓発機会を増やすことも重要である。
役員のなり手がいないという共通の悩みを解決するためにも、女性の参画は欠かせない。自治会町内会
向けの研修や、各区の地域づくり大学校など学びの場にジェンダーの視点を入れ、会長や役員の理解を
深めて意識的に参画の機会を作ることも必要だ。子育て中の若い世代は、役員になりたくないために自
治会や子供会に参加しない傾向がある。若い人たちにわかりやすい情報を提示して自治会町内会の意味
を理解してもらう機会も大切である。

（３）役員選出方法の見直しによる機会の創出
　世代交代を契機に役員の選出方法を見直し、平等に参画の機会を作ることは女性の活躍の追い風とな
る。すすんで役員を引き受ける人がいない中、全員平等の納得感を重視して、輪番制やくじ引きを導入
している地域では、多数の女性役員が誕生し、実績を示すうちに地域に理解が広まった例もある。
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